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  新春懇談会兼国体祝勝会 報告 

平成 31 年 1 月 20 日 16:00～18:00 

             大宮・スクウェア 

 大宮にて平成年の最後となる恒例の新春懇談会

と福井国体の祝勝会を同時開催した。 

 ご招待者に福井国体に活躍した選手、監督、ｽﾀ

ｯﾌを始め、来賓の皆さま、県岳連参与会員の他、

石倉会長を始め岳連関係者が多数参加、新年に相 

応しい賑やかな懇談会となった。 

 相澤副会長の開会の言葉のあと、県岳連・石倉 

会長の新春の挨拶、ご来賓の中から加須市長代理 

・江原生涯学習部長様、埼玉県体育協会・河本専 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

務理事様から新年の挨拶と暖かい励ましのお言葉

を戴きました。県岳連・天野理事長から、ご招待

者全員の紹介を行なった後、福井国体に活躍され

た成年男子の波田選手、少年男子・百合草、鶴両

選手に花束と記念ﾊﾞﾝﾀﾞﾅの贈呈があり県岳連・女

性会員の田本、高橋、秋元さん等からそれぞれに

手渡された。参与会を代表し田中名誉会長の発声

による乾杯となり、しばし歓談となった。 

 宴半ば、ほぼ定刻通りの進行の中、ご招待者か

ら岩崎元郎様からご挨拶戴き、瀬藤副理事長によ

る中締めを景気よく三本締めでしめ、閉会の言葉

を森下顧問から戴き、予定通りに進行、終了した。 

ご招待者 12 名・岳連関係 35 名の計 47 名が参加。 

  多くの方から多大なご芳志戴きました 

      誠に有難うございました。  

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

         参加者ご芳名 敬称略 

 

《ご招待者:福井国体選手・監督・ｽﾀｯﾌ》 

 成年男子選手  波田 悠貴     ＭＡＳ 

 成年男子監督   小茂田 利孝   埼玉高体連 

 成年女子監督   内海 信    埼玉高体連 

 少年男子選手   百合草 碧皇  専修大付属高校 

 少年男子選手   鶴 隼斗    県立川越高校 

 少年男子監督  横内 鉄郎     川越山岳会 

 トレーナー   神田 彩子 
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《ご招待者：来 賓》 

 加須市長 代理 生涯学習部長  江原 千裕 

 (公財)埼玉県体育協会専務理事  河本 弘 

  埼玉県県民生活部ｽﾎﾟｰﾂ振興課  松尾亜理紗 

 (株)ベルコンピュータシステム代表  高尾 周太郎 

 無名山塾・主宰   岩崎 元郎 

 

 埼玉県山岳連盟 参与  

 名誉会長  田中 文男   浦和山岳会 

 顧  問  森下 健七郎 ＭＡＳ 

 参  与  大野 好司  高体連登山専門部長 

 参  与  亀田 泰二  川口市登山同好会 

 参  与  斎藤 勝男  元蕨ハイキングクラブ 

 参  与    悳 秀彦   ｸﾞﾙｰﾌﾟ・ﾄﾞ・ｱﾐ 

 参  与    風間 進   元ｸﾞﾙｰﾌﾟ・ﾄﾞ・ｱﾐ 

 

 埼玉県山岳連盟 関係者 （加盟団体名簿順） 

理    事    山口 新二   ＵＤ・Ａ・Ｃ 

理    事    小茂田 利孝  高体連登山専門部 

      江原 政宣    大宮ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ 

評 議 員    島田 富男   深谷山岳会 

            相馬 英夫   深谷山岳会 

評 議 員   長谷川 茂   熊谷山岳会 

理    事   計良寿彦     東部登高会 

評 議 員    井上 昇    ＭＡＣＣ 

評 議 員  冨士田 始   ＴＥＡＭ山あるき 

            田本 眞砂子  ＴＥＡＭ山あるき 

      高橋 弘子    ＴＥＭＡ山あるき  

理    事   鈴木 百合子 無名山塾 

      松本 善行    無名山塾 

評 議 員  深澤 賢一  川越山の会・五十雀 

理    事  高橋 正雄  川越山の会・五十雀 

理    事    折原 将斗    浦和渓稜山岳会 

理    事  秋元 淑子  彩・岳悠会 

 

      埼玉県山岳連盟 役員 

会    長      石倉 昭一  大宮ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗﾌﾞ 

副 会 長    相澤 重夫   川口市登山同好会 

副 会 長(事務長)  加藤 富之   深谷山岳会 

監    事   秋庭 栄     あゆむ山の会 

監    事   岩武 成秋   ＵＤ・Ａ・Ｃ 

理 事 長   天野 賢一   遠峰山岳会 

副理事長(遭対長) 瀬藤 武     ｸﾞﾙｰﾌﾟ・ﾄﾞ・ｱﾐ 

副理事長(競技長) 横内 鉄郎   川越山岳会 

指導委員長     野村 善弥   あゆむ山の会 

選手強化委員長 内海 信    高体連登山専門部 

海外登山委員長 山際 登志夫 彩・岳悠会 

広報委員長     岩井田 正昭 川越山の会・五十雀 

個人会員委員長 笠原 数浩   彩・岳悠会 

事 務 局      塩谷 壽子  大宮山岳会 

福井国体選手、監督、スタッフの皆さん 

前列左 伊藤ｽﾀｯﾌ、神田ﾄﾚｰﾅｰ、坂井、加島の各選

手、小茂田監督、後列左 内海監督、百合草、鶴、

波田、本間の各選手、横内監督、天野総監督 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～  

 
 「参与会」挨拶の石倉会長 於：大宮中部公民館 

 

 
 百合草選手 鶴選手 波田選手の皆さん 

     大活躍の感動有難うございました！ 

 

今年も良き年を祈って 

田中名誉会長の音頭で乾杯！ 
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   ＊＊＊各委員会 報告＊＊＊ 

Ⅰ【指導・遭対合同委員会】野村指導委員長 

登攀技術講習会・指導員研修会 報告 

h30/10/21  東吾野 『平戸の岩場』

 

    指導員養成講習会 実技 

 

 参加者は養成講習会 15 名､登攀講習会 16 名､ｽﾀ

ｯﾌ 8 名､今回は指導員養成講習会と合同での開催

となり当日平戸の岩場は 埼玉岳連で貸切の状況

でした｡  

 天候にも恵まれ､参加者はそれぞれの受講班講

師の元､密度の濃い内容を受講いたしました｡  

 ｹﾞﾚﾝﾃﾞでも安全第一､事故の無いようｽﾀｯﾌ含め

全員ﾍﾙﾒｯﾄ着用で講習会･研修会参加者は重り※を

落としての制動確保に取り組みました｡養成講習

会では指導法も半分の点数を占めており制動技術

をいかに指導するか緊張が隠せない状況で取り組

んでおりました｡ 

 いかに基本に忠実に初心者に理解できるよう指

導できることが重要なので日頃実践しているかが

問われたと思います｡       記 野村 善弥  

 

※編集注（制動確保練習用ﾄﾗｯｸﾀｲﾔ・50kg 有り） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

Ⅱ【競技委員会】     横内競技委員長 

ｺﾊﾞﾄﾝ・ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｶｯﾌﾟ 2018 ﾘｻﾞﾙﾄ ( )総合順位 

h30/11/25 加須市民体育館 ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｳｫｰﾙ 

 

ｷｯｽﾞ  1 位(1 位) 中島颯杜、2 位(4 位) 秀間羚弥  

       3 位(5 位) 長森 晴 

ﾋﾞｷﾞﾅｰ 1 位(1 位) 遠藤功士、2 位(5 位) 猪鼻未来 

    3 位(6 位) 村山天斗 

ｼﾞｭﾆｱ 1 位(6 位) 山田航大、2 位(7 位) 武石初音 

    3 位(12 位)池原悠太 

ﾐﾄﾞﾙ  1 位(6 位) 石井幸宣、2 位(9 位) 犬竹那月 

    3 位(10 位)猪鼻碧人 

 

Ⅲ【選手強化委員会】 内海選手強化委員長 

第 5 回関東小中学生ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ選手権大会：競技結果 

h30/11/11  栃木県壬生町総合運動公園体育館 

 埼玉県からは､ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ競技 13 名参加(ｼﾞｭﾆｱ

ﾄﾞﾘｰﾑｱｽﾘｰﾄから選出)､2022年栃木国体の山岳競技

開催地･壬生町総合運動公園体育館で行われまし

た｡参加選手 9 4 名､各種別予選 8 課題 40 分 (5 ﾄ

ﾗｲ)､決勝､2 課題 4 分、立冬を過ぎましたが､秋晴

れの中にぎやかに開催され､各都県選手予選課題

に挑み完登を目指しますが､後半になると厳しい

課題で差がつき始めました｡僅かの差で決勝に進

めず､悔しい思いをした選手､次回埼玉県開催でﾘ

ﾍﾞﾝｼﾞをして欲しいと思いました｡ 

  決勝に進んだ中学生は計 4 名､小池選手は 2  

連覇を達成しましたが､犬竹･野部選手は実力を発

揮できず､表彰台を逃しました､田中選手ですが､

決勝時に体が伸びた状態で着地し､左膝を負傷し

てしまいました｡すぐにﾄﾞｸﾀｰ･ﾄﾚｰﾅｰに見て頂き氷

で冷やし､ﾃｰﾋﾟﾝｸﾞで固定しました｡傷害保険に加

入しているため､この後保険会社と交渉します｡ 

小学生で決勝に進んだ山田選手､初参加で頑張り

ました､来年が楽しみです｡ 

競技結果 

中学生男子：犬竹 那月 6 位､猪鼻 碧人予選 11 位 

､神原 優斗予選 15 位     (26 名参加) 

中学生女子：小池 はな 1 位､野部 七海 5 位､田中  

有紗予選 5 位通過･決勝時負傷棄権､横田 呼春･ 

大澤 苺花･予選同率 1 1 位  (23 名参加)  

小学生男子：山田 航大 4 位､池原 悠太､ 

予選 17 位          (28 名参加) 

小学生女子：武石 初音、予選 7 位､金子 千尋予選

12 位､松浦 玲音予選 15 位     (17 名参加) 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

Ⅳ【海外登山委員会】 山際海外登山委員長 

h30/11/13  主催:海外登山委員会 

 花谷泰広講演会報告   

 さいたま市のｿﾆｯｸｼﾃｨｰ にて 18:30‐21:00 で花

谷さんの講演会を行いました｡｢未踏の頂をめざし

て｣と言う演題でお願いし､参加者は 51 名でした｡ 

 花谷さんの講演は､まず花谷さんの山岳履歴の

紹介から始まりました｡信州大学の山岳部に入部

し､二十歳の時の 1996 年にﾈﾊﾟｰﾙ･ﾋﾏﾗﾔのﾗﾄﾅﾁｭﾘ峰

(7035m)を初登頂、以来足繁くﾋﾏﾗﾔ等の海外登山

を実践している｡特に思い出に残るのは､2006 年ｲ

ﾝﾄﾞﾋﾏﾗﾔ･ﾒﾙｰ中央峰(通称ｼｬｰｸｽﾌｨﾝ)ではﾒﾙｰの未踏

のﾙｰﾄを馬目さんと挑戦して花谷さんの失敗で敗

退後､2度目の挑戦を馬目さんから誘われて感激し､

2度目に登頂を果たしたことが今の山岳ｶﾞｲﾄﾞとし
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てのﾍﾞｰｽのなっているそうです｡ 

 2009 年のﾈﾑｼﾞｭﾝ(7140m)西壁初登攀､同ﾋﾟｰｸ第

2登｡第 21回ﾋﾟｵﾚﾄﾞｰﾙ賞､第 8回ﾋﾟｵﾚﾄﾞｰﾙｱｼﾞｱ賞を

受賞した､2012 年のｷｬｼｬｰﾙ峰(6770m)南ﾋﾟﾗｰ初登

攀｡2015 年からは若手登山家養成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ｢ﾋﾏﾗﾔｷ

ｬﾝﾌﾟ｣を開始し､次世代の登山者たちとﾋﾏﾗﾔ登山を

行っています｡現在は八ヶ岳のふもと､山梨県北杜

市をﾍﾞｰｽに活動中で公益社団法人日本山岳ｶﾞｲﾄﾞ

協会認定山岳ｶﾞｲﾄﾞｽﾃｰｼﾞⅡ｡日本ﾌﾟﾛｶﾞｲﾄﾞ協会所

属｡信州大学学士山岳会所属｡ 

 現在は株式会社ﾌｧｰｽﾄｱｯｾﾝﾄ代表取締役で甲斐駒

ヶ岳七丈小屋経営しています｡  記 山際 登志夫 

 

花谷泰広氏 講演の様子 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

Ⅴ【自然保護委員会】 増田自然保護委員長 

   平成 30 年度自然保護委員総会 

 第 42 回山岳自然保護の集中央大会報告  

     h30/11/23-25  於)小川げんきﾌﾟﾗｻﾞ 

 参加 22 都道府県 75 名(ｽﾀｯﾌ含む)でを無事終え

る事が出来ました｡開式前､各県委員長会議では総

会開催地の決定や活動の低調な地域への梃入れ策

など意見交換進言を受ける｡ 

 開式冒頭､主催者 JMSCA 亀山副会長の歓迎の

挨拶と東京五輪や各種課題に向け､一層の協力要

請が表明されました､松隈自然保護委員長挨拶､来

賓の激励の言葉を頂き､閉式とする｡引き続き委員

会活動報告･質疑応答を終える｡地元秩父山岳連盟

会長清水武司氏の武甲山の下､生活信仰や固有植

物などの講演を受ける｡特に地元山岳人として､削

り剥がされ､其の景観を変えていく武甲山の現状

を熱く語られた｡ 

 2各県報告は､例年より各々持ち時間を延ばした

為､少々ﾀｲﾑｵｰﾊﾞｰになる状況と､岳連の皆様に協力

を戴きました徳島風力発電反対署名運動には､建

設予定地のﾋﾞﾃﾞｵが紹介され､改めて豊な自然環境

の破壊に繋がる事を再認識しました｡午後の部はﾃ

ｰﾏ『未来につなごう みどり豊な山の自然』を課題

としたﾊﾟﾈﾙ討議ｾｯｼｮﾝに｡次世代育成･山岳ﾄｲﾚ･環

境保全(登山道について)･稀少動植物保護と 4 題と

した為､時間不足で参加の皆様には現状の共通認

識と課題を周知して頂くにとどまりました｡ﾊﾟﾄﾞﾗ

ｰ担当として､発言時間･質疑応答･取り纏めなど進

行に関して大いに貴重な機会を頂きました｡ 

 3日目ｴｷｽｶｰｼｮﾝとして､参加希望者に武甲登山と

大霧山ｾｯﾄされ､武甲担当として､34 名生川~武甲

山頂登山を実施｡不動の滝では皆さんの協力を頂

き､大量のﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙを山頂ﾄｲﾚ貯水槽に歩荷して頂

きました｡秩父山岳連盟 K さんの案内で､歩行中に

武甲の自然､固有植物や秩父夜祭りなどの説明を

受ける｡特に東日本震災後､武甲の石灰岩採掘量が

増えた(良質な石灰岩は除染作業に)との案内には､

清水氏講演内容にもあった武甲山の更なる砕石に

よる現状の武甲の姿変貌も危惧されました｡ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

Ⅵ【個人会員委員会】  笠原個人会員委員長 

 
       講師・ｽﾀｯﾌと講習生 

h30/11/18 「東吾野・阿寺の岩場」において 

 個人会員委員会主催の初級登攀技術講習会を開

催。岳連から瀬藤遭対委員長の他、風間個人会員

副委員が講師。総括ﾘｰﾀﾞｰを笠原委員長として行っ

た。講習にあたり笠原委員長より安全対策上、着

用装備点検、注意事項を詳しく説明行い初級班、

中級班と班分け。全員でﾛｰﾌﾟ結束を入念に再確認、

ﾌｨｷﾞｱｴｲﾄﾉｯﾄ、ｸﾛｰﾌﾞﾋｯﾁ、ﾑﾝﾀｰﾋｯﾁなどを練習する。 

 初級班は瀬藤、笠原両委員長が指導にあたり、

中級班は風間講師が技術的観点から実技「うちわ

舞・5.9+」をﾘｰﾄﾞ登攀しながらﾙｰﾄ説明する。昼食

を挟んでほぼ全員が、ﾄｯﾌﾟﾛｰﾌﾟで 2-3本ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ

を体験。09:00-15:30初級講習会は予定通り終了

し 16:00過ぎ、虎秀・大野宅にて解散。10名 

         文責 個人会員委員 岩井田 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

Ⅶ【トレラン委員会】  奥宮ﾄﾚﾗﾝ委員長 

第 4 回 FTR100&FT50  大会総括 

 大きな事故もなく無事に終了することができま

した｡大会に関わっていただいた全ての皆様に感

謝の気持ちでいっぱいです｡心の底から感謝の気

持ちを申し上げます｡本当に､ありがとうございま
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した｡全国そして海外から 1300 名を超えるｴﾝﾄﾘｰ

がありました｡ｽﾀｯﾌ一同､感謝とともに気持ちが引

き締まる思いで大会に向けて準備を進めてまいり

ました｡週間天気予報を見ると､大会期間中は曇

り･雨という予報になっており心配がつきません

でした｡しかし､予報が外れ大会期間中を通じて天

候に恵まれ､ｽﾀｰﾄ時には満点の星空が広がり､日中

は稜線上から素晴らしい景色を秋の紅葉とともに

参加した選手の皆様に楽しんでいただくことがで

きました｡秩父･奥武蔵ｴﾘｱの大自然の魅力を伝え

ることができことを大変嬉しく思います｡ 

 また､昨年の事故の経験から新たに複数の安全

対策を実行しました｡特にｺｰｽ上 2箇所で実施した

ﾒﾃﾞｨｶﾙﾁｪｯｸでは具体的な基準を定めて選手の状態

ﾁｪｯｸを実施しました｡これは事故の未然防止にも

繋がると考えています｡そして､新しい通信方式で

ある LPWAを活用した現在地把握ｼｽﾃﾑの試験運用

も行いました｡今年はまだ試験段階でしたが将来

的には全ての選手､ｽﾀｯﾌがﾈｯﾄﾜｰｸで繋がり､安全な

大会運用に活用したいと考えています｡ 

 今回はそれを実現するための大きな前進となり

ました｡大会は無事に終了しましたが､多くの反省

点があります｡次回大会に向けて､今から準備を始

め､運営方法を根本的に改め､大会理念にもなって

いる｢関係する全ての人､地域が楽しめる大会｣を

実現しなければなりません｡来年はいよいよ節目

でもある第 5回大会です｡素晴らしい大会になる

ようｽﾀｯﾌ一同全力で準備すすめる所存です｡引き

続き､どうぞよろしくお願いいたします｡ 

 2019 年 11月 25日 

大会実行委員長 FunTrail8 奥宮俊祐. 

 

 

大会参加選手・ｽﾀｯﾌの皆さん 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

Ⅷ【カレンダー担当】 伊藤ｶﾚﾝﾀﾞｰ担当 

ｶﾚﾝﾀﾞｰ写真選考に関する講評 

           選考審査員 新井 靖雄           新井 靖雄 

 今年も｢山岳連盟ｶﾚﾝﾀﾞｰ｣の審査を担当させてい

ただきましたが､年々､投稿される作品が良くなっ

ていることに驚かされます｡自分が撮った一つの

作品がｶﾚﾝﾀﾞｰの1頁になるということは撮影者に

とってとても大きな動機になることと思います｡

投稿してくださる会員の皆さんの中に､そのよう

な意欲が見られました｡登山をするということは

絶好の(絶景の)のｽｸﾘｰﾝをいつも前にしていると

いうことです｡良い写真作品と作るということは､

そのｽｸﾘｰﾝを切り取る作業ですが､単に切り取るだ

けではなく､そこで構図を考えなければなりませ

ん｡これが大切な作業で､構図が写真の一番大切な

基本になります｡これはﾌﾟﾛの作品や写真展で見て

勉強して習得されるのが良いと思います｡講演会

で要旨をﾒﾓするように､写真展で構図ﾒﾓをとるの

も良いと思います｡特に注意していただきたいの

が｢遠景､中景､近景｣ということです｡この3つの要

素に注意していただくのが良いと思います｡ 

  たくさん撮って､撮り続けていくうちに少しづ

つ上達すると思います｡今後も精進を続けられ､ま

た素晴らしい作品を投稿してくださいますことを

期待いたします｡ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

平成 31 年 1 月理事会報告 

1月 9日(水)午後 7時 30分~ 北本市中央公民館 

 

0 出席  

田中名誉会長､石倉会長､相澤､村岡､加藤各副会長､

天野理事長､土屋､横内各副理事長､野村(指導)､内

海(強化)､増田(自然)､山際(海外)､岩井田(広報)､

笠原(個人)各委員長､ 

山口(UD)､小高(ｱﾙﾑ)､小久保(壁稜)､長谷川(熊谷)､

計良(東部)､詫摩(ｴｺｰ)､平沼(小川)､高岡(高体連)､

道浦(SCC)､冨士田(山あるき)､鈴木(山塾)､岩田

(岳稜)､高橋(五十雀)､関(山旅)､浅井(TM)､折原

(渓稜)､伊藤(防医大)､大山(比企)､秋元(彩岳)､ 

早川(川越)､沼田(草加)､加藤事務局長  計 35名 

 

1 会長挨拶(石倉会長) 

2 挨  拶(田中名誉会長) 

12/15の浦和山岳会･佐藤隆氏の事故につきまして

は､皆さんに大変ご心配をおかけしました｡氏は電

機大出身の会員で､この春から電機大 OB会の会長

候補でした｡このような事態になり大変残念です｡

また SNS等での誹謗中傷は大変なもので慚愧に堪

えませんでした｡詳細は､追って連絡いたします｡ 

 

3 報  告 

11/25 ｺﾊﾞﾄﾝﾘｰﾄﾞｸﾗｲﾐﾝｸﾞｶｯﾌﾟ 2018(県体) 加須市 

12/15 山梨岳連創立 70周年記念式典･祝賀会  

   田中名誉会長､石倉会長､天野理事長参加   
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12/22-23第 9回全国高等学校選抜ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ選手権  

       大会          加須市 

4 協   議 

(1)埼玉県山岳連盟の名称変更･法人化について 

 12/19：第 1回検討委員会 ｼｰﾉ大宮(石倉他 7) 

 ①名称変更について、②法人化目標ついて、③  

 ｱﾝｹｰﾄの実施について、④2/13 常任理事会を｢第 

 7回拡大理事会(臨時) 

 1/7：第 2回検討委員会 ｼｰﾉ大宮(石倉他 7) 

 ①ｱﾝｹｰﾄ集計について、②1/9 の理事会で理事意 

 見について、③定款や機関設計について、④名 

 称変更･法人化｢意義の明文化｣について 

 2/4：第 3回検討委員会 ｼｰﾉ大宮  

(2)1/20･日 県岳連参与会･新春懇談会について 

 参与会     13:30~15:30会場:大宮中部公民館 

 新春懇談会 16:00~18:00会場:大宮 ﾚｽﾄﾗﾝｽｸｴｱ 

(3)2/2-3 関東地区山岳連盟総会について 

 平成 31年 2/2日~3  いこいの村涸沼 鉾田市･ 

 参加者:田中名誉会長､石倉会長､相澤副会長､天 

 野理事長､瀬藤､土屋各副理事長､野村､内海､増 

 田､高岡､岩井田各委員長､加藤事務局長 12名 

(4)平成 30年度｢埼玉県体育賞｣受賞候補者の推 

 薦･体育功労賞の候補者:石倉昭一会長を推薦 

 ･優秀選手賞の候補者:波田悠生､本間大晴､小池 

 はな､曽我綾乃の 4人を推薦 

(5)平成 31年度 田中名誉会長賞の推薦について 

 ･推薦者: ※推薦を御願いします｡ 

(6)平成 32年度役員改選について 

(7)県岳連の T ｼｬﾂなどの作成販売について 

(8)JMSCA次期理事候補者の推薦について 

(9)｢安全登山講習会･講演会｣の企画応募について 

(10)｢2019 ｶﾚﾝﾀﾞｰ｣販売状況について 

(11)後援申請について  承認 

 2/24･日･日本山岳会埼玉支部 安全登山講習会 

 ﾃｰﾏ:『山のﾌｧｰｽﾄｴｲﾄﾞ入門･講師:悳 秀彦 氏 

 

(12)その他 

①安全登山指導者研修会連絡会議  

 1/13(日)ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市ヶ谷･参加者:天野理事長､野 

 村､瀬藤各委員長 

②東京､栃木､山梨岳連記念祝賀会､第 9回高校生 C 

 大会に塩谷理事より御酒の寄贈がありました。 

 

5 各部からの報告等 

①指導委員会 <野村指導委員長> 

12/22-23平成 30年度指導員養成講習会(第 3回講

習会･雪上 2日)      谷川岳 

2/9-10 積雪期登山講習会･指導員研修会 那須 

3/2-3 積雪期緊急避難講習会･研修会 谷川 

 

②競技委員会  <横内競技委員長> 

12/16 JMSCA平成30年度選手･ｽﾀｯﾌ合同ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 10

時~ 昭和女子大学ｵｰﾛﾗﾎｰﾙ(8号館) 

12/22-23 第 9回全国高等学校選抜ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ選手権

大会           加須 

12/24-26 ﾙｰﾄｾｯﾀｰ研修会･検定会加須  

1/19-20JMSCA SC部ﾌﾞﾛｯｸ別研修会･関東･千葉 

参加者(運営)横内鉄郎(認定)岡田武幸,坂田康明,

杉野芳雄,伊藤良,鈴木宏昭(更新)早川啓,前田邦

彰,片田多加世,道浦陽司,布村英夫,小澤信太,浅

井輝宗 

3/2-3  ﾘｰﾄﾞ･ｼﾞｬﾊﾟﾝｶｯﾌﾟ      印西 

3/23-25 ﾕｰｽ･ﾘｰﾄﾞ大会      印西 

  

③選手強化委員会 <内海選手強化委員長> 

12/22-23 第 9回全国高等学校選抜ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ選手権

大会      加須 

1/20,27 ﾌﾟﾗﾁﾅｷｯｽﾞ･ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ体験会 川越 

 

④遭難対策委員会 <瀬藤遭対委員長> 

12/8-9 平成 30年度冬山遭難防止研修･講習会県活   

2/9-10 積雪期登山講習会･指導員研修会 那須 

3/2-3 積雪期緊急避難講習会･研修会 谷川 

 

⑤自然保護委員会 <増田自然保護委員長> 

1/27 JMSCA自然保護指導員研修会  ｵﾘｾﾝ 

3/30  自然保護委員会総会 北浦和ｶﾙﾀｽﾎｰﾙ 

棒ﾉ峰白岩沢・未確認情報の件について 自然保護

委員会で県環境課に確認中（増田） 

 

⑥海外登山委員会 <山際海外登山委員長> 

12/15 栃木県岳連海外登山委員会主催｢2018海外 

 登山の集い｣※山際､加藤参加 宇都宮 

8/7-8/20 2019 ﾋﾏﾗﾔ登山隊 山域山名:ｲﾝﾄﾞ･ﾗﾀﾞｯｸ 

 地方 ｶﾝ･ﾔﾂｪⅡ 6,247m･ 主催:海外登山委員会 

 参加予定 計 11名  

12/13 顔合わせ･打ち合わせ会  年明け後､雪上訓 

 練等定期的に開催予定｡  

1/8 例会   大宮 

1/26 ｢海外登山追悼の会｣(小澤氏 13回忌他) 

 さいたま市民会館おおみや第 4集会室 

2/24 ﾋﾏﾗﾔ登山隊･雪上合同訓練 日白山 

3/30 ﾋﾏﾗﾔ登山隊･打合せ会議 大宮 

6/下 ﾋﾏﾗﾔ登山隊･高所訓練   富士山 

 

⑦ｼﾞｭﾆｱ委員会 <高岡ｼﾞｭﾆｱ委員長> 

1/18-19 積雪期登山技術研修会(高体連専門部) 

2/9-11 埼玉県高体連盟登山専門部新人大会及び

指導者講習会 生徒 140名 安達太良山系(鬼面山) 

2/16 JMSCA 平成 30年度登山普及情報交換会  
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     BumB ぶんぶ<東京ｽﾎﾟｰﾂ文化館> 

3/29-31 JMSCAみんな集まれ!なすかし雪遊び隊 

 

⑧広報委員会 <岩井田広報委員長> 

1/31 ｢岳連報｣第 63号 発行 8 ﾍﾟｰｼﾞ  

新春懇談会、各委員会報告、理事会報告 

 

⑨企画委員会 <村岡企画委員長> 

 

⑩個人会員委員会<笠原個人会員委員長> 

1/23 個人会員講習例会 雪山技術 

(講師:笠原、風間委員)     ｼｰﾉ大宮 

2/24 個人会員委員会 講習山行:初級雪山&山ｽｷｰ

実技講習(講師:笠原、石倉委員) 日白山 

3/6  個人会員講習例会 気象 ｼｰﾉ大宮 

3/28 個人会員委員会総会  ｼｰﾉ大宮 

海外登山委員会｢2019 ﾋﾏﾗﾔ登山隊｣に 2名参加  

⑪事務局<加藤事務局長> 

山梨県条例登山計画書提出努力義務化   

12/18･火 18~20時 日本ｽﾎﾟｰﾂ協会･研修会 

 第一東京弁護士会･講堂 

1/19 JAC埼玉支部｢安全登山講演会｣ 埼玉会館 

2/9-11 平成 30年度積雪期登山基礎講習会(高等

学校の登山部等で指導する教職員対象)国立登山

研修所  

2/23･土 13:30~16:00 第 9回日本山岳遺産ｻﾐｯﾄ 神

田神保町ｲﾝﾌﾟﾚｽｸﾞﾙｰﾌﾟｾﾐﾅｰﾙｰﾑ 

 

6 閉会挨拶(相澤副会長)  本日は､皆さんの意見

が沢山聞けて良かった、ありがとうございました｡ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 訃 報     
 佐藤 隆氏 74歳 浦和山岳会所属 
 平成 30年 12月 15日八ヶ岳連峰根石岳付近に 

 おいて悪天候により遭難死、19日坂戸市内斎 

 場に於いて近親者による葬儀が営まれました。 

 岳連から田中名誉会長、石倉会長、岩井田広報 

 委員長が参列。 

  謹んで哀悼の意を表しご冥福お祈りします 

           埼玉県山岳連盟 

 

【編集後書】 

間もなく平成から新しい元号に替わろうとしてい

る。平成 31年から次の元号は何になるのか？ 

 県岳連も法人化に向け、議論を重ね新しい組織

を目指して動き出す。次に新しくなるであろう組

織名と機構が気になるところ。  広報 mi 



(8) 2019年(平成 31年)1月 31 日      埼 玉 岳 連 報            通巻第 63 号 

 

 


